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概要 

TC40 / TC45 で始まる CMOS ロジック スタンダードシリーズ (STD) は幅広い動作電圧 (3～18 V) を 
カバーしており、電源電圧 6V 以上で動作する唯一の製品群です。 
本資料では製品概要・品番付与法・最大定格・電気的特性とその測定方法を説明します。 
 

CMOS ロジック IC STD ( スタンダード ) 
シリーズ製品概要 
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1.   概要 

   全体説明 
本文書では、STD シリーズの説明を行います。STD シリーズを以下赤枠で示します。 
幅広い動作電圧(3～18 V)をカバーしており、5 V、 10 V、 15 V の 3 点の電源電圧条件下で電気的特性を保

証しています。STD シリーズのアナログスイッチ(4051B, 4052B, 4053B)では、VDD−VSS 間電圧のコントロール入力

信号でスイッチのオンオフを制御でき、VDD−VEE 間のアナログ信号を扱うことができます。 
DIP パッケージから TSSOP パッケージまで幅広くラインアップしています。 

 

 
図 1.1  各シリーズの電源電圧範囲と伝搬遅延時間 
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   特長 
1.2.1.   広い動作電源電圧範囲 

3～18 V 
 
1.2.2.   インタフェース性能 

STD シリーズは、入出力端子から電源方向にダイオードが入る回路方式を採用しているため、電源電圧内で使用して
ください。ただし、4049B と 4050B は、入力端子から電源方向にダイオードが入らない回路方式を採用していますので、
高電圧系 (~18 V まで) から低電圧系への論理レベルの変換ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2  入力保護等価回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3  出力等価回路 
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表 1.1  入出力端子印加可能電圧 (VSS = 0 V) 
 

 
 
 
 
 
 

注 1：電圧印加不可 
 

1.2.3.   標準出力電流 
・  −1 mA @VDD = 4.5 V 
・ +1.2 mA@ VDD = 4.5 V 
 

 STD 
入力電圧範囲 （動作時） 
          （電源オフ時） 

0～VDD 
0 (注 1) 

出力電圧範囲 （出力イネーブル） 
          （電源オフ時） 

0～VDD 
0 (注 1) 
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2.   名称と分類 

   品番付与法 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1  品番付与法 
 
   (1)シリーズ、 (2)機能を示す数字、 (3)外囲器、 (4)梱包形態 

 (例)TC74VCX08FT(EL) 
   (1) VCX シリーズ、 (2) 08 機能、 (3) TSSOP パッケージ、 (4) エンボステーピング 

(1)  シリーズ 
 各シリーズとその入力レベルについて以下表に示します。 

表 2.1  各シリーズとその入力レベルについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)  機能分類 

機能番号は 2 桁から 8 桁の英数字により機能が表されます。 
全シリーズで機能番号は共通となります。 

(3)  外囲器区分 
外囲器区分は各シリーズ共通で、以下に示します。 

P・・・ DIP パッケージ  14/16/20 pin 
F・・・ SOP パッケージ 14/16/20 pin 
D・・・ SOIC パッケージ 14/16/20 pin 
FT・・・ TSSOP パッケージ 14/16/20/48 pin 
FK・・・ US パッケージ  14/16/20 pin 

(4)  梱包形態 
弊社 Web ページを参照ください。（URL：https://toshiba.semicon-storage.com） 
 

シリーズ名 説明 

無し STD シリーズ 

HC HC シリーズの CMOS レベル入力 

HCT HC シリーズの TTL レベル入力 

AC AC シリーズの CMOS レベル入力 

ACT AC シリーズの TTL レベル入力 

VHC VHC シリーズの CMOS レベル入力 

VHCT VHC シリーズの TTL レベル入力 

VHC9 VHC シリーズの入力がシュミット回路方式 

VHCV VHC シリーズの入力がシュミット回路方式 
出力電流能力が他 VHC シリーズに対し 2 倍 

LCX LCX シリーズの TTL レベル入力 

VCX VCX シリーズの TTL レベル入力 
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3.   定格および規格の説明 
STD シリーズの共通定格および共通電気的特性を示します。品種ごとの定格および電気的特性が異なる場合は、後

者が優先します。 
各項目の説明は巻末の用語集を参照ください。 

 

   絶対最大定格 
絶対最大定格値はデバイスの寿命、信頼性を保証するために超えてはならない値であり、絶対最大定格を超えて使

用した場合、特性劣化や破壊に至る場合があります。 
レベルシフタ、アナログスイッチなどの品種は一部定格が異なります。 
表 3.1 に STD シリーズの絶対最大定格を示します。 

 
表 3.1  絶対最大定格 

項 目 記 号 定 格 単位 

電 源 電 圧 VDD VSS−0.5~VSS+20 V 

入 力 電 圧 VIN VSS−0.5~VDD+0.5 V 

出 力 電 圧 VOUT VSS−0.5~VDD+0.5 V 

入 力 電 流 IIN ±10 mA 

許 容 損 失 PD 300 (DIP) 
180 (その他) mW 

動 作 温 度 Topr −40~85 °C 

保 存 温 度 Tstg −65~150 °C 

 
 
 

   動作範囲 
動作範囲は動作を保証するための条件です。この範囲を超えた場合、表 3.1 の絶対最大定格内であっても動作は保

証されません。 
使用していない入力端子は VDD､もしくは VSS に接続してください。 
レベルシフタ、アナログスイッチなどの品種は一部定格が異なります。 
表 3.2 に STD シリーズの動作範囲を示します。 
 

 
表 3.2  動作範囲 

項 目 記 号 定 格 単位 

電 源 電 圧 VDD 3~18 V 

入 力 電 圧 VIN 0~VDD V 
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   電気的特性（DC特性） 
表 3.3 に STD シリーズの DC 特性を示します。 

 

3.3.1.   電気的特性(TC4001B) 
表 3.3  電気的特性(TC4001B, VSS = 0 V) 

 

項 目 記号 測 定 条 件  
 −40°C 25°C 85°C 

単位 VDD 
(V) 最小 最大 最小 標準 最大 最小 最大 

高 レ ベ ル 出 力 電 圧 VOH |IOUT| < 1 μA 
VIN = VSS 

5 
10 
15 

4.95 
9.95 

14.95 

― 
― 
― 

4.95 
9.95 

14.95 

5.00 
10.00 
15.00 

― 
― 
― 

4.95 
9.95 

14.95 

― 
― 
― 

V 

低 レ ベ ル 出 力 電 圧 VOL |IOUT| < 1 μA 
VIN = VSS, VDD 

5 
10 
15 

― 
― 
― 

0.05 
0.05 
0.05 

― 
― 
― 

0.00 
0.00 
0.00 

0.05 
0.05 
0.05 

― 
― 
― 

0.05 
0.05 
0.05 

V 

高 レ ベ ル 出 力 電 流 IOH 

VOH = 4.6 V 
VOH = 2.5 V 
VOH = 9.5 V 
VOH = 13.5 V 

5 
5 

10 
15 

−0.61 
−2.50 
−1.50 
−4.00 

― 
― 
― 
― 

−0.51 
−2.10 
−1.30 
−3.40 

−1.0 
−4.0 
−2.2 
−9.0 

― 
― 
― 
― 

−0.42 
−1.70 
−1.10 
−2.80 

― 
― 
― 
― 

mA 

VIN = VSS 

低 レ ベ ル 出 力 電 流 IOL 

VOL = 0.4 V 
VOL = 0.5 V 
VOL = 1.5 V 

5 
10 
15 

0.61 
1.50 
4.00 

― 
― 
― 

0.51 
1.30 
3.40 

1.2 
3.2 

12.0 

― 
― 
― 

0.42 
1.10 
2.80 

― 
― 
― mA 

VIN = VSS, VDD 

高 レ ベ ル 入 力 電 圧 VIH 

VOUT = 0.5 V 
VOUT = 1.0 V 
VOUT = 1.5 V 

5 
10 
15 

3.5 
7.0 

11.0 

― 
― 
― 

3.5 
7.0 

11.0 

2.75 
5.50 
8.25 

― 
― 
― 

3.5 
7.0 

11.0 

― 
― 
― V 

|IOUT| < 1 μA 

低 レ ベ ル 入 力 電 圧 VIL 

VOUT = 0.5 V, 4.5 V 
VOUT = 1.0 V, 9.0 V 
VOUT = 1.5 V, 13.5 V 

5 
10 
15 

― 
― 
― 

1.5 
3.0 
4.0 

― 
― 
― 

2.25 
4.50 
6.75 

1.5 
3.0 
4.0 

― 
― 
― 

1.5 
3.0 
4.0 V 

|IOUT| < 1 μA 

高 レ ベ ル 入 力 電 流 IIH VIH = 18 V 18 ― 0.1 ― 10−5 0.1 ― 1.0 μA 

低 レ ベ ル 入 力 電 流 IIL VIL = 0 V 18 ― −0.1 ― −10−5 −0.1 ― −1.0 μA 

静 的 消 費 電 流 IDD VIN = VSS, VDD 
(注) 

5 
10 
15 

― 
― 
― 

0.25 
0.50 
1.00 

― 
― 
― 

0.001 
0.001 
0.002 

0.25 
0.50 
1.00 

― 
― 
― 

7.5 
15.0 
30.0 

μA 

注: 全ての入力の組み合わせに適用 
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4.   記号の説明と測定方法 

   真理値表の記号 
 

表 4.1  真理値表の記号 
記号 説明 

H High レベル(定常的な入力または出力のレベルを示します) 
L Low レベル(定常的な入力または出力のレベルを示します) 
 “L”から”H”へ変化する立ち上がりエッジを示します 
 “H”から”L”へ変化する立ち下がりエッジを示します 

X “H”または”L“のどちらでも良い(Don’t Care) 
Z 高インピーダンス状態 

a…h パラレル入力 A~H に与えられたレベル (“H” または ”L”) を示します 
Q0 真理値表に示される入力条件が成立する直前の Q レベル 
Qn アクティブなエッジ(または)が入力される直前の Q のレベル 

 1 つの”H”レベルパルス 
 1 つの”L”レベルパルス 

 
 
 
 

 

   AC電気的特性条件およびタイミング動作条件 
AC 規格は、製品の過渡特性を保証したものです。AC 規格測定時の出力測定回路を図 4.1 に、また測定波形を

図 4.2～4.4 に示します。 
（測定条件：印加する入力波形は、VDD−VSS レベルの振幅、上昇、下降時間は 20 ns） 
また、タイミング推奨動作条件は、製品が正常動作するために必要なタイミングです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1  CMOS出力測定回路 
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4.2.1.   AC特性測定波形 STDシリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2  入力条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.3  出力波形 tTLH, tTHL 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4  伝搬遅延時間測定波形 tpLH, tpHL 
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5.   各種電気的特性 

   消費電力 
消費電力は静的消費電力と動作消費電力の和となります。 

PD = CPD・fIN・VDD
2+CL・fOUT・VDD

2+IDD・VDD 

  CPD  ： IC 内部の等価内部容量 

  CL  ： 負荷容量 

  fIN  ： 入力周波数 

  fOUT  ： 出力周波数 

CMOS IC の静的消費電流は入力が VSS、または VDD レベルに固定された状態では、必ず N-ch MOS、P-ch 
MOS のどちらか一方がオフし、常温では nA 以下の値となります。従って、静的消費電流は電源電圧にほぼ比例し、温
度に関しては指数関数的に増加します。 

CMOS IC の動作消費電流は出力バッファを含む回路内のゲートが反転する際に、ゲート出力に付加される各種容量
を充電する、いわゆるスイッチング電流と、反転時にゲートを構成する P-ch MOS と N-ch MOS が過渡的に同時にオン
することによる貫通電流の和となります。 

入力信号の立ち上がり、立ち下がり時聞が小さい場合(数 ns)、ゲートの貫通電流はスイッチング電流に比較し、通常
無視して差し支えないため、動作消費電流は IC の内部容量 CPD および、負荷容量 CL の充放電電流が支配的となり
ます。 

ただし、水晶発振など特殊な応用の場合には貫通電流が支配的となり、CPD による計算は使用できません。 
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   出力電流特性 
通常の C2MOSTM IC 出力は、P-ch MOS と N-ch MOS の FET がコンプリメンタリ形式になっているため、流し出し電

流(Source Current)、流し込み電流(Sink Current)のどちらでも取り出すことができます。C2MOSTM ファミリでは、出力
電流値を一般品とバッファの 2 系列に分けて設計しているため、規格値でも統一化されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1  出力電流 
 
表 5.1 に、STD シリーズ C2MOSTM IC の出力電流規格値を示します。表 5.2 に同じく STD シリーズ C2MOSTMバッフ

ァの出力電流規格値を示します。これらの規格値は、表 5.2 の VDD = 5 V 時の IOH を除き、全て FET の非飽和領域の
1 点で保証されているため、規格値付近での出力電圧－電流特性は、ほぼ直線で近似できます。従って出力電流駆動
の際には表 5.1, 5.2 の規格値を参考に直線近似で最悪の出力電圧を算出するのがよいといえます。ただし規格値以
上の電流を流すと、出力電流が飽和する場合があるため直線近似できません。出力電流が飽和する領域で C2MOSTM

を使用することは、消費電力の点からも避けたほうがよいでしょう。 
 

表 5.1  STD シリーズの C2MOSTM出力電流規格（スタンダードタイプ） 
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表 5.2  STD シリーズの C2MOSTM出力電流規格（バッファタイプ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.2 に代表品種として TC4001B を例にとって、その出力電流特性（標準値）を示します。 
図 5.2 より明らかなように、出力電流は高温状態では常温に比べ、15 %～20 %程度減少します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2  TC4001 出力電流特性 
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   電気的特性 （ AC特性 ） 
5.3.1.   伝搬遅延時間 

MOS IC の伝搬遅延時間は、内部 FET のドレイン電流特性（オン抵抗）と、各回路内部に形成される容量により
決定されます。一般的には、入出力間に接続されるゲート段数が多くなるほど、この遅延時間は大きくなります。 

C2MOSTM IC の伝搬遅延時間は、高レベル伝搬遅延時間(tpLH)と低レベル伝搬遅延時間(tpHL)で規定されます。前
者は、入力反転してから出力がそれに応答して”L”レベルから”H”レベルに反転するまでの時間であり、後者は出力が”H”レベ
ルから”L”レベルに反転するまでの時間です。 

これらの伝搬遅延時間は、電源電圧(VDD－VSS)、負荷条件(負荷容量)、入力波形条件などにより変化するため、
測定に際しては、これらパラメータは必ず規定される必要があります。 

図 5.3 に、負荷容量を一定とした場合の、tpLH ,tpHL－VDD の特性例、VDD を一定とした場合の tpLH, tpHL－CL の
特性例を示します。図 5.3 より分かるように、負荷容量の増加に対して伝搬遅延時間は直線的に増加します。 

これらの伝搬遅延時間の温度特性は、出力電流の温度特性と関連があり、高温時(85 ℃)では、常温の 120 %程
度、低温時(－40 ℃)では同じく常温の 80 %前後になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.3  CMOS ICの伝搬遅延時間 
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6.   用語集 

   絶対最大定格 

用 語 記 号 説 明 

電 源 電 圧 VDD - VSS 
VCC 

電源端子に印加しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性低下をひき起こさない電圧
定格。 

電 源 電 圧 VDD - VEE 
VCC - VEE 

VCC または VDD 端子と VEE 端子との間に印加しても、IC が破壊、特性劣化、信頼
性低下をひき起こさない電圧定格。 

入 力 電 圧 VIN 入力端子に印加しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性低下をひき起こさない電圧
定格。 

出 力 電 圧 VOUT 出力端子に印加しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性低下をひき起こさない電圧
定格。 

バ ス 端 子 電 圧 VI/O 入出力端子に印加しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性低下をひき起こさない電
圧定格。 

入 力 保 護 ダ イ オ ー ド 電 流 IIK 入力端子に流しても、IC がラッチアップなどによる破壊をひき起こさない電流定格。 

出 力 寄 生 ダ イ オ ー ド 電 流 IOK 出力端子に流しても、IC がラッチアップなどによる破壊をひき起こさない電流定格。 

出 力 電 流 IOUT 1 出力に流し得る電流定格。 

ス イ ッ チ ス ル ー 電 流  IT スイッチ入出力端子に流しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性劣化をひき起こさな
い電流定格。 

電 源 / G N D 電 流  ICC 
ICC / GND 

電源 - GND 間に流しても、IC が破壊、特性劣化、信頼性低下をひき起こさない
電流定格。電源 / GND 電流は出力電流も含むため、多数の出力端子を持つ IC
では、これにより実質的な出力電流が規制される。 

許 容 損 失 PD 全動作温度範囲において、IC の破壊などが生じない消費電力。 

保 存 温 度 Tstg 電源電圧を印加しない状態で、保存もしくは輸送できる周囲温度範囲。 
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   動作範囲 
 

用 語 記 号 説 明 

電 源 電 圧 VDD 
VCC 
VEE 

VDD - VEE 
VCC - VEE 

IC の正常な論理動作が保証される電源電圧範囲。 

入 力 電 圧 VIN IC の正常な論理動作および電気的特性が保証される入力電圧範囲。 

出 力 電 圧 VOUT IC の正常な論理動作および電気的特性が保証される出力電圧範囲。 

ス イ ッ チ 入 出 力 電 圧 VS 
VI/O 

IC の正常な論理動作および電気的特性が保証されるスイッチ入出力電圧範囲。 

出 力 電 流 IOUT 
IOH , IOL 

IOL 

IC の正常な論理動作および電気的特性が保証される最大出力電流値。 

入 力 上 昇 、 下 降 時 間 tr,tf 
dt/dv 

出力の発振などによる誤動作をひき起こさない、入力信号の立ち上がり、立ち下がり 
時間範囲。 

外 付 け コ ン デ ン サ CX マルチバイブレータ IC で、正常な論理動作および電気的特性が保証される外付け 
コンデンサの容量値範囲。 

外 付 け 抵 抗 RX マルチバイブレータ IC で、正常な論理動作および電気的特性が保証される外付け
抵抗の抵抗値範囲。 

動 作 温 度 Topr IC の正常な論理動作および電気的特性が保証される動作温度範囲。 

  



LogicIC_STD_Series 
Application Note 

                          2021-01-31 
 18  
© 2018-2021 

Toshiba Electronic Devices & Storage Corporation 

   電気的特性 
  ＊電気的特性は測定条件下において規定されます。 

用 語 記 号 説 明 

ハ イ レ ベ ル 入 力 電 圧 VIH IC の入力が”H”レベルとして判定することが可能な入力電圧。 

ロ ー レ ベ ル 入 力 電 圧 VIL IC の入力が”L”レベルとして判定することが可能な入力電圧。 

ハ イ レ ベ ル し き い 値 電 圧 VP シュミット入力 IC で、IC の入力が”H”レベルとして判定することが可能な入力しきい
値電圧。 

ロ ー レ ベ ル し き い 値 電 圧 VN シュミット入力 IC で、IC の入力が”L”レベルとして判定することが可能な入力しきい 
値電圧。 

ヒ ス テ リ シ ス 電 圧 VH シュミット入力 IC で、ハイレベルしきい値電圧とローレベルしきい値電圧の電圧差。 

ハ イ レ ベ ル 出 力 電 圧 VOH 出力レベルが”H”を示す出力電圧範囲。 

ロ ー レ ベ ル 出 力 電 圧 VOL 出力レベルが”L”を示す出力電圧範囲。 

電 源 オ フ リ ー ク 電 流 IOFF 電源オフ時、入出力端子に電圧を印加したときに、各端子から IC 内部に流れる漏
れ電流。 

入 力 リ ー ク 電 流 IIN IC の入力端子に電圧を印加したときに、入力端子に流れる漏れ電流。 

コ ン ト ロ ー ル 入 力 リ ー ク 電 流 IIN コントロール入力端子に電圧を印加したときに、コントロール端子に流れる漏れ電流。 

R X / C X 端 子 入 力 電 流 IIN マルチバイブレータ IC で、RX/CX 端子に電圧を印加したときに、RX/CX 端子に流れ
る電流。 

T 2 端 子 入 力 リ ー ク 電 流 IIN マルチバイブレータ IC で、T2 端子に電圧を印加したときに、T2 端子に流れる漏れ
電流。 

出 力 オ フ リ ー ク 電 流 IOZ オープンドレイン出力端子を持つ IC で、出力が高インピーダンスの状態で電圧を印加
したときに、出力端子に流れる漏れ電流。 

出 力 リ ー ク 電 流 
( 電 源 オ フ 時 ) 

IOPD 電源オフ状態で出力端子に電圧を印加したときに、出力端子より IC 内部に流れ込
む漏れ電流。 

ス リ ー ス テ ー ト オ フ リ ー ク 電 流 IOZ スリーステート出力端子もしくは、オープンドレイン出力端子を持つ IC で、出力が高イ
ンピーダンスになったときに、出力端子に流れる漏れ電流。 

ス イ ッ チ 入 出 力 リ ー ク 電 流 
( S w i t c h  O F F ) 

IOFF スイッチオフ時に入出力端子に流れる漏れ電流。 

ス イ ッ チ 入 出 力 リ ー ク 電 流 
( Sw i t c h  ON ,  出力 OP EN) 

II/O スイッチオン時、且つ、 出力オープン時に入出力端子に流れる漏れ電流。 
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用 語 記 号 説 明 

静 的 消 費 電 流 ICC 入力を変化させないで、VCC もしくは、GND レベルで静止させたときに、VCC 端子よ
り 
IC 内部に流れ込む電流。 

ΔICC 1 つの入力端子に VCC - 0.6V の電圧を印加したときに、VCC 端子より IC 内部に 
流れこむ電流。 

ICCT TTL 入力 IC で、1 つの入力端子に TTL レベルの電圧を印加したときに、VCC 端
子より IC 内部に流れこむ電流。 

動 的 消 費 電 流 
( 1 回 路 当 た り ) 

ICC(opr) 無負荷時の内部回路動作によって、電源端子 - GND 間に流れる平均消費電
流。 

オ ン 抵 抗 RON アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオン時の 
入出力間の抵抗値。 

オ ン 抵 抗 差 ΔRON アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、異なるスイッチ 
(ポート)間におけるオン抵抗の差(ばらつき)。 

最 小 パ ル ス 幅 tw(H) 
tw(L) 

クロック入力などが、正常な信号として受け付けられる”H”レベルもしくは、”L”レベルの
最小パルス幅。 

最 小 セ ッ ト ア ッ プ 時 間 tS あるデータに関し、そのデータに関する入力(クロック入力など)が変化する前に、データ
が加えられ保持されてなければならない時間。データを次のクロックパルスの立ち上がり
で読み込む場合、クロックパルスの立ち上がりより tS の規格値前にデータを入れておく
必要がある。 

最 小 ホ ー ル ド 時 間 th あるデータに関し、そのデータに関する入力(クロック入力など)が変化した後でも、デー
タが保持されてなければならない時間。 

最 小 リ ム ー バ ル 時 間 trem 非同期の入力(クリア、プリセット入力など)が解除されてから、次の動作入力(クロック
など)を受けつけるまでの最小時間。 

最 小 リ ト リ ガ 時 間 trr マルチバイブレータ IC で、トリガ入力後に次のトリガ入力を受け付けられるまでの最小
時間。 

出 力 上 昇 時 間 
出 力 下 降 時 間 

tTLH 
tTHL 

出力電圧の立ち上がり、および、立ち下がり時間。出力電圧が 10%から 90%まで
立ち上がる時間を tTLH、出力電圧が 90%から 10%まで立ち下がる時間を tTHL と
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

tTHL 

90% 

10% 出力電圧 10% 

tTLH 

90% VOH 

VOL 
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用 語 記 号 説 明 

伝 搬 遅 延 時 間 tpLH 
tpHL 

入力信号が与えられてから出力が応答するまでの遅延時間。出力が”L”レベルか
ら”H”レベルへ変化する時間を tpLH、”H”レベルから” L”レベルへ変化する時間を
tpHL とする。 
 
 HC/VHC シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 HCT シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 VHCT シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

tpLH tpHL 

50% 

50% 

50% 

50% 

入力電圧 

出力電圧 

tpLH tpHL 

1.3V 

1.3V 

1.3V 

1.3V 

入力電圧 

出力電圧 

tpLH tpHL 

1.5V 

1.5V 

1.5V 

1.5V 

入力電圧 

出力電圧 
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用 語 記 号 説 明 

出 力 イ ネ ー ブ ル 時 間 tpLZ 
tpHZ 
tpZL 
tpZH 

出力コントロール端子に信号が与えられてからスリーステート出力が高インピーダンス
状態から”L”レベルまたは”H”レベルとなるまで、もしくは、高インピーダンス状態となる
までの遅延時間。 
 HC / VHC シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 HCT シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
VHCT シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

VCC 

tpZL 

50% 

出力ディセーブル 

50% 

50% 

入力電圧 

出力電圧 

50% 

10% 

90% 

VOH 

VOL 

VOH 

VOL 

tpLZ 

tpHZ tpZH 

出力イネーブル 出力イネーブル 

GND 

3V 

tpZL 

1.3V 

出力ディセーブル 

1.3V 

1.3V 

入力電圧 

出力電圧 

1.3V 

10% 

90% 

VOH 

VOL 

VOH 

VOL 

tpLZ 

tpHZ tpZH 

出力イネーブル 出力イネーブル 

GND 

3V 

tpZL 

1.5V 

出力ディセーブル 

1.5V 

1.5V 

入力電圧 

出力電圧 

1.5V 

10% 

90% 

VOH 

VOL 

VOH 

VOL 

tpLZ 

tpHZ tpZH 

出力イネーブル 出力イネーブル 

GND 
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用 語 記 号 説 明 

伝 搬 遅 延 時 間 ΔtPD カウンタ IC で、出力 Qn が反転してから、次の出力 Qn+1 が反転するまでの伝搬 
遅延時間。 

出 力 パ ル ス 幅 twOUT マルチバイブレータ IC で、規定の外付け部品を接続し、規定の電圧を印加したとき
に出力されるパルス幅。 

2 回 路 間 出 力 パ ル ス 幅 差 
( 同 一 パ ッ ケ ー ジ 内 ) 

ΔtwOUT マルチバイブレータ IC で、同一パッケージ内における 2 回路間の出力パルス幅の差
(ばらつき)。 

出 力 ピ ン 間 ス キ ュ ー tosLH 
tosHL 
tosZL 

同一パッケージ内の出力が、”L”レベルから”H”レベル、”H”レベルから”L”レベルもしく
は、高インピーダンスから”L”レベルへ変化するときの、出力ピン間の伝搬遅延時間差
(ばらつき)。 

ス イ ッ チ 入 出 力 位 相 差 
入 出 力 位 相 差 

ϕI/O アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオン状
態で入力端子に信号を入力したときの、出力の遅延時間。 

ク ロ ッ ク 周 波 数 f IC を動作させるクロック周波数。 

最 大 ク ロ ッ ク 周 波 数 fMAX IC が正常な動作を行う限界のクロック周波数。 

最 大 周 波 数 応 答 
最 大 伝 達 周 波 数 

fMAX(I/O) 
fMAX 

アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオン状
態で出力に信号が、伝達可能な最大入力周波数。 

入 力 容 量 CIN 入力端子 - GND 間の容量値。 

コ ン ト ロ ー ル 入 力 容 量 CIN アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、コントロール入
力端子 - GND 間の容量値。 

コ モ ン 端 子 容 量 CIS アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオフ時の
コモン端子 - GND 間の容量値。 

ス イ ッ チ 端 子 容 量 COS アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオフ時の
スイッチ端子 - GND 間の容量値。 

フ ィ ー ド ス ル ー 容 量 CIOS アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオフ時の
スイッチ端子 - コモン端子間の容量値。 

バ ス 端 子 容 量 CI/O バス端子 - GND 間の容量値。 

等 価 内 部 容 量 CPD 無負荷時の動作消費電流より計算した IC 内部の等価容量値。 

出 力 容 量 COUT スリーステート出力端子もしくは、オープンドレイン出力端子を持つ IC で、出力が高イ
ンピーダンスとなったときの、出力端子 - GND 間の容量値。 
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用 語 記 号 説 明 

正 弦 歪 み 率 THD アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオン状
態で入力に正弦波を入力したときに、出力される正弦波の歪み率。 

フ ィ ー ド ス ル ー 
( ス イ ッ チ オ フ ) 

FTH アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、スイッチオフ状態
で信号を入力したときに、出力への漏れ電圧の比。 

ク ロ ス ト ー ク 
( コ ン ト ロ ー ル - ス イ ッ チ 間 ) 

Xtalk アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、コントロール入
力を切替えるときに、入出力へ発生する信号の漏れ電圧。 

ク ロ ス ト ー ク 
( ス イ ッ チ 間 ) 

Xtalk アナログスイッチ、アナログマルチプレクサおよびデマルチプレクサ IC で、オンしている 
スイッチ(ポート)の入力に信号を与えたときに、オフしているスイッチ(ポート)への信号の
漏れ電圧の比。 

非動作出力最大ダイナミック VOL VOLP 他出力が同時にスイッチングするときに、静止状態にある”L”レベル出力に誘導される
電圧の最大値。 

非動作出力最小ダイナミック VOL VOLV 

|VOLV| 
他出力が同時にスイッチングするときに、静止状態にある”L”レベル出力に誘導される
電圧の最小値。 

非動作出力最小ダイナミック VOH VOHV 他出力が同時にスイッチングするときに、静止状態にある”H”レベル出力に誘導される
電圧の最小値。 

最 小 ダ イ ナ ミ ッ ク V I H VIHD 出力が同時にスイッチングするときに、”H”レベルと判定することができる入力電圧の
最小値。 

最 小 ダ イ ナ ミ ッ ク V I L VILD 出力が同時にスイッチングするときに、”L”レベルと判定することができる入力電圧の最
大値。 

 
 

   内蔵機能 

用 語 説 明 

入 力 ト レ ラ ン ト 機 能 入力端子に電源電圧以上の電圧が印加されたとき、もしくは、VCC = 0 V 時に入力端子から電源
端子に向かって電流が流れない機能。 

出 力 ト レ ラ ン ト 機 能 出力が高インピーダンス時、もしくは、VCC = 0 V 時に出力端子から電源端子に向かって電流が流
れない機能。 

パワ ー ダウンプ ロ テク ショ ン機 能  VCC = 0 V 状態で、入力端子および出力端子に電圧が印加されたときに、電源端子に向かって電
流が流れない機能。 

バ ス ホ ー ル ド 機 能 入力端子にラッチ回路を内蔵し、入力端子がオープンとなっても入力の論理が保持される機能。 
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7．関連リンク 
 

■製品のラインアップ（カタログ） 
 
■製品のラインアップ（パラメトリックサーチ） 
 
■オンラインディストリビュータご購入、在庫検索 
 
■汎用ロジック IC の FAQ 
 
■アプリケーションノート 
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https://toshiba.semicon-storage.com/ad/semiconductor/knowledge/catalog.html?utm_source=PDF_AN&utm_medium=content&utm_campaign=x34_jp_x345_SRC_LogicIC_STD_Series-ANJ#Logic-ICs
https://toshiba.semicon-storage.com/ad/semiconductor/knowledge/faq/logic.html?utm_source=PDF_AN&utm_medium=content&utm_campaign=x34_jp_x345_SRC_LogicIC_STD_Series-ANJ#CMOS-Logic-ICs
https://toshiba.semicon-storage.com/ad/semiconductor/knowledge/application-note.html?utm_source=PDF_AN&utm_medium=content&utm_campaign=x34_jp_x345_SRC_LogicIC_STD_Series-ANJ#Logic-ICs
https://toshiba.semicon-storage.com/list/index.php?code=param_504&lang=ja&utm_source=PDF_AN&utm_medium=content&utm_campaign=x34_jp_x345_SRC_LogicIC_STD_Series-ANJ
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製品取り扱い上のお願い 
株式会社東芝およびその子会社ならびに関係会社を以下「当社」といいます。 
本資料に掲載されているハードウエア、ソフトウエアおよびシステムを以下「本製品」といいます。 
• 本製品に関する情報等、本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 
• 文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。また、文書による当社の事前の承諾を得て本資料を転載

複製する場合でも、記載内容に一切変更を加えたり、削除したりしないでください。 
• 当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、半導体・ストレージ製品は一般に誤作動または故障する場合があります。本製

品をご使用頂く場合は、本製品の誤作動や故障により生命・身体・財産が侵害されることのないように、お客様の責任において、
お客様のハードウエア・ソフトウエア・システムに必要な安全設計を行うことをお願いします。なお、設計および使用に際しては、本
製品に関する最新の情報（本資料、仕様書、データシート、アプリケーションノート、半導体信頼性ハンドブックなど）および本製
品が使用される機器の取扱説明書、操作説明書などをご確認の上、これに従ってください。また、上記資料などに記載の製品デ
ータ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの情報を使用する場合は、お客様の製品
単独およびシステム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。 

• 本製品は、特別に高い品質・信頼性が要求され、またはその故障や誤作動が生命・身体に危害を及ぼす恐れ、膨大な財産損
害を引き起こす恐れ、もしくは社会に深刻な影響を及ぼす恐れのある機器（以下“特定用途”という）に使用されることは意図さ
れていませんし、保証もされていません。特定用途には原子力関連機器、航空・宇宙機器、医療機器（ヘルスケア除く）、車
載・輸送機器、列車・船舶機器、交通信号機器、燃焼・爆発制御機器、各種安全関連機器、昇降機器、発電関連機器な
どが含まれますが、本資料に個別に記載する用途は除きます。特定用途に使用された場合には、当社は一切の責任を負いませ
ん。なお、詳細は当社営業窓口まで、または当社 Web サイトのお問い合わせフォームからお問い合わせください。 

• 本製品を分解、解析、リバースエンジニアリング、改造、改変、翻案、複製等しないでください。 
• 本製品を、国内外の法令、規則及び命令により、製造、使用、販売を禁止されている製品に使用することはできません。 
• 本資料に掲載してある技術情報は、製品の代表的動作・応用を説明するためのもので、その使用に際して当社及び第三者の

知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 
• 別途、書面による契約またはお客様と当社が合意した仕様書がない限り、当社は、本製品および技術情報に関して、明示的に

も黙示的にも一切の保証（機能動作の保証、商品性の保証、特定目的への合致の保証、情報の正確性の保証、第三者の
権利の非侵害保証を含むがこれに限らない。）をしておりません。 

• 本製品、または本資料に掲載されている技術情報を、大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他軍事
用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」、「米国輸出管理規則」等、適用あ
る輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。 

• 本製品の RoHS 適合性など、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問い合わせください。本製品のご使用に
際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS 指令等、適用ある環境関連法令を十分調査の上、かかる法令に適合
するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いかねます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
https://toshiba.semicon-storage.com/jp/ 

https://toshiba.semicon-storage.com/jp/

	概要
	1.   概要
	1.1.   全体説明
	1.2.   特長
	1.2.1.   広い動作電源電圧範囲
	1.2.2.   インタフェース性能
	1.2.3.   標準出力電流


	2.   名称と分類
	2.1.   品番付与法

	3.   定格および規格の説明
	3.1.   絶対最大定格
	3.2.   動作範囲
	3.3.   電気的特性（DC特性）
	3.3.1.   電気的特性(TC4001B)


	4.   記号の説明と測定方法
	4.1.   真理値表の記号
	4.2.   AC電気的特性条件およびタイミング動作条件
	4.2.1.   AC特性測定波形STDシリーズ


	5.   各種電気的特性
	5.1.   消費電力
	5.2.   出力電流特性
	5.3.   電気的特性 （ AC特性 ）
	5.3.1.   伝搬遅延時間


	6.   用語集
	6.1.   絶対最大定格
	6.2.   動作範囲
	6.3.   電気的特性
	6.4.   内蔵機能

	製品取り扱い上のお願い

